
本市の取組の状況
①ALTの活用 
　市内の小、中学校を６つのグループに分け、６名のALTが担任と指導を行う。　　 
　・中学校１～３年　１クラスあたり年間約25時間 
　・小学校３～６年　１クラスあたり年間約13時間 
　・小学校１～２年　各校の裁量により年間数時間 

②「English Park in 米子市」の実施 
　（目的）ALTを活用した米子市の教員と外国語・外国語支援員対象の研修を行うことで、授業力向上を図る。 
　（内容）学習した外国語を使って、６名のALTと児童が交流活動を行う。授業後は、ALTによる教員対象の研修を行う。 
　（実施実績）R２：福米東小　R３：福生東小　R４：崎津小、就将小 

③「English Park for Students」の実施 
　（目的）今後３年間で「English Park in 米子市」を市内小学校で全校実施するため、ALTと児童の交流活動をメインに実施。 
　　　　　授業後の教員対象の研修は、別の機会に実施。 
　（令和５年度実施校、実施予定校） 
　　　    7月　加茂小学校（4・５年生）   9月　福米西小学校　10月　弓ヶ浜小学校　11月　淀江小学校 
　　　  12月　五千石小学校　 1月　啓成小学校　  2月　和田小学校 

④中学校教員による小学校への乗り入れ授業 
　・美保中学校区で実施　→　中学校を見越した外国語指導を行い、スムーズな移行につなげる。 

⑤外部試験英検IBA（中学校） 
　・１、２年生は「聞くこと」「読むこと」の２技能型、３年生は４技能型で実施 
　　→ 結果の分析とあわせて、教員の授業改善にも活用 

⑥エキスパート教員（小学校１名、中学校２名）による公開授業への参加 
　　→市内の英語教育の向上 

さらなる外国語教育の充実に向けて
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「話すこと」「聞くこと」の力の向上を目指すとともに、 
英語４技能をバランスよく育成する。

米子市学校教育の指針

確かな学力を身につけた子どもの育成 
④外国語・英語教育の充実 
　　外国語指導助手（ALT）や地域人材の活用、教科担任制の実施、 
　小中連携を行いながら、外国語・英語教育の充実を図る。 
　　また、児童生徒のコミュニケーション能力の育成に努めるととも 
　に、諸外国の多様な生活や異文化を理解・尊重する態度を育てる。 

低学年期から英語に触れる機会を保障し、 
外国語活動へのスムーズな接続を行う。

②Early「低学年からの英語」

①Communication「ネイティブスピーカーとの交流」

B

③Balance「バランスのとれた技能習得」

ネイティブスピーカー（ALT）との交流の 
さらなる活性化を図り、英語をより身近な 
ものにする。

全国学力・学習状況調査　中学校英語
令和元年　平均正答率（％） 令和５年　平均正答率（％）
米子市 鳥取県 全国 米子市 鳥取県 全国

全体 57 54 56.0 44.5 42 45.6
聞くこと 68.1 65.9 67.9 57.5 54.7 58.4
読むこと 56.6 54.9 55.6 49.5 46.8 51.2
書くこと 45.9 43.0 45.8 24.0 19.5 23.4

話すこと（参考値） 35.1 公表なし 30.8 13.0 公表なし 12.4
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